
新型コロナウイルス感染症対策を進める介護サービス事業所・施設等を支援します！

県では、新型コロナウイルス感染症対策を進める介護サービス事業所・施設等（以下「事業所等」）の皆様に向

けて、県の対処方針（新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針）等に基づく支援を行っています。

項目・対象等 支援内容 照会先

１ 新型コロナウイルス感染症
電話相談窓口の設置等

□ 施設・事業所での感染対策について、不安や疑問点について気軽に問合せ
ができるよう、兵庫県看護協会の相談窓口を設置しています。
※ 相談対応時間は、月～金(祝日・年末年始を除く)の10：00～16：00となっています。

□感染防止対策の更なる徹底が図れるよう、兵庫県看護協会の協力を得て、
動画「高齢者施設職員のための新型コロナウイルス感染対策」(約58分)を作
成しましたので、所内研修等でご活用ください。

動画URL：https://hyogo-ch.jp/video/1389/

公益社団法人兵庫
県看護協会
（連絡先）
090-1029-1741

１．感染予防の取組等への支援



□ 施設整備支援

2-1 個室化改修支援

【支援対象】入所施設等

【申請受付中！】

□ 事業継続が必要な介護施設等で、感染を疑われる者が複数発生して多床
室に分離する場合に備え、感染が疑われる者同士のスペースを空間的に分離す
るための個室化に要する改修費について補助します。

※ 補助率：定額（上限：107万円／床、下限：なし）

申請先は各市町で
す。各市町の担当ま
で照会ください。

2-2 ゾーニング環境等の
整備支援

【支援対象】入所施設等

【申請受付中！】

□ (Ⅰ)ユニット型施設の各ユニットへの玄関設置によるゾーニング
ユニット型である介護施設等において、各ユニットの共同生活室の入口

に玄関室を設置する等により、消毒や防護服の着脱等を行うためのスペー
スを設置するための経費を支援します。

(Ⅱ)従来型個室・多床室のゾーニング
従来型個室、多床室である介護施設等について、新型コロナウイルス感染

症が発生した際に感染者と非感染者の動線を分離することを目的として行う従
来型個室・多床室の改修に要する費用を支援します。

(Ⅲ)家族面会室の整備（ユニット型、従来型（個室・多床室）共通）
介護施設等において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止しつつ

家族との面会を実施するため、家族と利用者が接することのないように面会室
の出入り口を整備するための工事費や、対面による飛沫防止対策としてアクリ
ル板等の設置をするための経費を支援します。

※ 定額（上限 （Ⅰ）109万円/か所 （Ⅱ）654万円/か所 （Ⅲ）382万円/施設）

申請先は各市町で
す。各市町の担当ま
で照会ください。

項目・対象等 照会先



□ 施設整備支援

3-1 簡易陰圧装置の導入
支援

【支援対象】入所施設等

【申請受付中！】

□ 介護施設等において、感染が疑われる者が発生した場合に、感染 拡大のリ
スクを低減するため、居室に陰圧装置を据えるとともに簡易的なダクト工事等に
必要な費用を補助します。

※ 定額（上限：471万円/台）

申請先は各市町で
す。各市町の担当ま
で照会ください。

3-2 換気設備の導入支援

【支援対象】入所施設等

【募集予定】

□ 換気設備の設置に必要な費用について補助します。

※ 定額（上限：4,000円/㎡）

【政令市・中核市以
外の広域施設】
兵庫県高齢政策課
介護基盤整備班
078-341-7711
（内線）2951
【上記以外】各市町

4 介護ロボット等の導入支援

【支援対象】入所・通所・訪問事業所等

【R5年の受付は終了しました】

□ 職員体制の縮小や感染症対策への業務負荷が増えている現状を踏まえ、職
員負担軽減や業務効率化のため、介護施設等に対して介護ロボット等の導入
を支援します。

※ 介護ロボット：補助率1/2(別途定める条件を満たせば3/4)

（上限：30万円／台（移乗介助、入浴支援は100万円／ 台）） 等

兵庫県高齢政策課
介護基盤整備班
078-341-7711
（内線）2974

項目・対象等 照会先



6 感染者が発生した
場合の職員確保支援

【募集対象】入所・通所・訪
問事業所等

【相談受付中！】
□ 新型コロナウイルス感染者の発生等に伴って介護職員が不足する場合に、応援職員
の派遣等に協力いただける事業所等を募集しています。【別紙参照】
□ 同一施設・法人で可能な限りの対応をしたにもかかわらず職員が不足する場合には、
事業所等の申請に応じて、兵庫県協力スキームによる支援を行います。
□派遣に必要な経費については、下記7の介護サービス事業所等に対するサービス継続
支援事業で補助します。なお、本スキームにより応援施設に対して応援職員１人あた
り13,000 円/日の協力金を支給する事業は令和４年度限りで終了しました。

兵庫県高齢政策課
介護基盤整備班
078-341-7711
（内線）2974

項目 支援内容 照会先

5 感染者等に介護を
提供する際の衛生
資材の提供
【募集対象】入所・通所・訪
問事業所等

□ 感染者等へのサービス提供により衛生資材が不足する場合は、下記「7 介護サービス
事業者等に対するサービス継続支援事業」等を活用し、各施設・事業所において衛生資
材の確保をお願いします。

兵庫県高齢政策
課介護基盤整備
班

（連絡先）

078-341-7711

（内線）2945

２．感染者が発生した場合等の支援

7 介護サービス事業
所等に対するサービス
継続支援事業

【支援対象】利用者又は職
員に感染者が発生した入
所・訪問事業所等

【申請受付中！】
□ 利用者又は職員に感染者が発生した介護サービス事業所・介護施設等や、感染者
と接触があった者（感染者と同居している場合に限る）に対応した訪問系サービス事業
所等において、サービス継続に必要な費用が生じた場合、その費用の一部を支援します。
※ 割増賃金・手当、職業紹介料、損害賠償保険の加入費用、帰宅困難職員の宿泊費、事業所・施設
等の消毒費用、感染性廃棄物の処理費用、在庫の不足が見込まれる衛生用品の購入費用(備品は除く)
※ 病床ひっ迫等により、やむを得ず施設内療養を行った高齢者施設等に施設内療養者一人あたり最大15 
万円を支給します(15日以内に入院された場合は、療養日数に応じて一人１日1万円。10月1日からは、
一人１日５千円)。更なる追加補助は、要件に応じて一人１日1万円（10月1日からは、一人１日５千
円を追加。
※ まずは、右記まで個別にご相談ください(政令市・中核市の場合は、該当市の担当課にお問合せください)。

兵庫県高齢政策課
介護基盤整備班

（連絡先）

078-341-7711

（内線）3107

※政令市・中核市
に所在の事業所等
は当該市担当まで
照会ください。



項目・対象等 支援内容 照会先

8 高齢者施設等の従事者に対する
抗原定性検査

【支援対象】入所・通所・訪問

【申請受付中！】

□ 高齢者入所施設等において感染を早期に発見し、事業継続を支
援するため、その従事者に対する検査を集中的に実施します。

URL：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/shisetsukensa2.html

実施地域：県全域（保健所設置市を除く。）

対象施設：特別養護老人ホーム（地域密着型を含む）、介護老人保健施設、介護療
養型医療施設、介護医療院、認知症対応型共同生活介護、養護老人ホーム、軽費
老人ホーム、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、通所介護（療養・地域
密着型含む）、通所リハビリテーション、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型通
所介護、看護小規模多機能型居宅介護、短期入所生活介護、訪問介護、訪問入浴
介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、福祉用具貸与、居宅療養管理指導、居宅介
護支援、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護

兵庫県高齢政策
課介護基盤整備
班

（連絡先）

078-341-7711

（内線）2943

３．PCR等検査に関する支援

※ 申請方法や要件等の詳細は兵庫県ＨＰ https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html に掲載しています。併せてご確認をお願いします。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/shisetsukensa2.html
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html


□ 協力施設等には必要な支援を行います！

※ 県では、入所施設等で新型コロナウイルス感染者が発生し、同一施設・法人で可能な限りの対応をしたにもかかわらず職
員が不足する場合に、あらかじめ県に登録いただいた協力施設等から職員の応援を行う仕組み（兵庫県協力スキーム）
を設けています（詳細：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html 参照）。

※ 現在、約200の施設等が協力施設等として登録されています。引き続き募集を継続していますので、是非応募を御検討
ください。（連絡先：兵庫県高齢政策課介護基盤整備班 メール: koreiseisaku@pref.hyogo.lg.jp）

県の支援内容

□ 衛生資材の供給
□ 協力スキームの下で応援職員が介護を提供するに当たり、必要な衛生資材（手袋、マ
スク、ゴーグル、ガウン等）を供給します。

□ 旅費の負担
□ 応援職員が応援先の施設等で介護に従事するための旅費（交通費、宿泊が必要な
場合の宿泊費 等）を負担します。

□ 損害保険料の負担
□ 応援職員が応援先の施設等で利用者に損害を発生させた場合又は応援職員が応援
先の施設等で損害を受けた場合に生じる損害に対する損害保険の保険料を負担します。

□ 協力施設等が応援職員に手当
を支給する場合の負担

□ 協力施設等が応援職員を派遣するに当たって特別な手当等を支払う場合にその手当
分を負担します。

□ 協力施設等の職員が衛生資材
を使用するための研修

□ 介護職員向けの衛生資材の使い方等の研修を実施する際には、協力施設等の職員
が優先的に研修を受けられるよう支援します。

□ 応援時や応援終了後の待機のた
めの宿泊費用の負担等

□ 応援時や応援終了後、ホテル等で一定期間待機する際は、当該ホテル等の宿泊費用
を負担します。

～ 兵庫県内の介護サービス事業所・施設等の皆様へ ～

□ 兵庫県協力スキームの協力施設等を募集しています！

別紙

※上記の支援経費については、サービス継続支援事業で補助します。
※応援施設等に対して別途応援職員１人あたり13,000 円/日の協力金を支給する事業は令和4年度限りで終了しました。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html
mailto:koreiseisaku@pref.hyogo.lg.jp


～ 兵庫県協力スキームによる職員応援を必要とする施設等の皆様へ ～

□ 兵庫県協力スキームが必要な場合は応援調整機関にご相談ください。

応援調整機関 対象施設等種別

兵庫県福祉部高齢政策課介護基盤整備班 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、

養護老人ホーム、軽費老人ホーム、介護医療院、

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、

認知症対応型共同生活介護（連絡先）０７８－３６２ー９１１７

○ 県では、入所施設等で新型コロナウイルス感染者が発生し、同一施設・法人で可
能な限りの対応をしたにもかかわらず職員が不足する場合に、あらかじめ県に登録い
ただいた協力施設等から職員の応援を行う仕組み（兵庫県協力スキーム）を設
けています。

（詳細：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html 参照）

○ 協力スキームによる職員応援を必要とする場合には、次の機関に連絡してください。

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf05/0uenhaken.html

